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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

②施設・事業所情報 

名称：上大岡ラビット保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：松本 美奈子 定員（利用人数）：     47（42）名 

所在地：〒232-0064 横浜市南区別所2-8-1 Beeメルビル２F                 

TEL：045-341-3504 ホームページ： 

http://www.rabbit-hoiku.com/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：２０１８年４月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：特定非営利活動法人 上大岡ラビット保育園 

 職員数 常勤職員：      １４名 非常勤職員        ６名 

 専門職員 園長：         １名 調理員：         １名  

保育士：       １５名 事務員：         １名 

栄養士：        ２名   

 施設・設備

の概要 

０歳児室：       １室 調理室：         １室 

乳児室：        １室 調乳室：         １室 

保育室：        １室 医務室：         １室 

事務室：        １室 乳児用トイレ：      ２個 

幼児用トイレ：     ６個 園庭：５７．１４㎡（代替場所 別所小最戸公園） 

 

③理念・基本方針 

【保育理念】 

子ども一人一人を大切にし、保護者からも信頼され、地域に愛される保育園を目指す 

 

【保育方針】 

子ども一人一人がその子らしさを十分に発揮し、伸びようとする大きな力と限りない可

能性を育む 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

【専門講師による取り組みを通して、子どもたちがさまざまな経験ができるよう配慮し

ています】 

 園では、外国人講師による英語教室が実施されています。英語教室では、英語の歌や

遊びを取り入れ楽しく英語学習に取り組んでいます。また、体操教室にも取り組んでい

ます。専門の体育講師により、年間のカリキュラムに沿って、鉄棒、とび箱、マットを

はじめ、ボール運動など様々な種目にチャレンジしています。 

 これらの専門講師による取り組みは、発表会で、ダンスとして披露したり、運動会で

日ごろ取り組んできた体操種目を披露するなどの取り組みにつなげられています。この

ような取り組みを通して、一人ひとりの子どもたちがさまざまな経験ができるよう配慮

しています。 

 



 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

 2020年 7月 16日（契約日） ～ 

 2021年 3月 24日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       1回（    年度） 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

【一人ひとりの職員の意向を把握し、働きやすい環境づくりに努めています 

 年に2回実施される園長との面談では、職員面接シートを使用し、各職員が職場の雰囲

気で感じていること、健康面、業務状況、職員間でのコミュニケーション、プライベー

トの心配事等についてヒアリングをし、一人ひとりの職員の意向等の把握に努めていま

す。把握された内容をもとに、勤務形態や勤務時間等に配慮し、主任がシフト作成に取

り組んでいます。また、行事等の取り組みに関しても、担当者と主任が日頃からよく話

し合い、活動が進められるとともに、非常勤職員の方を配置し、クラス担任の事務作業

等の時間を確保することで、業務内で仕事が終えられるよう配慮しています。 

 

【職員配置に配慮し、一人ひとりの子どもたちの欲求に十分に応えられるよう取り組ん

でいます】 

 園では、一人ひとりの子どもたちの欲求に十分に応えられるよう、職員配置に配慮し

ています。園全体として、一人ひとりの子どもとじっくり関わることができるよう、利

用定員数に配慮するとともに、職員配置では、各職員の経験年数や、担当経験のある年

齢などを考慮し、各クラスの担当を決めています。また、各職員の得意分野を活かした

業務分担を行うことで、業務の効率性を高めるとともに、質の高い保育の実践につなげ

ています。さらに、主任が必要に応じて各クラスに入ることで、担任が一人ひとりの子

どもたちとゆったりと関わる時間の確保ができるよう取り組んでいます。 

 

 

◇改善を求められる点 

【保育所の資源を利用した、地域との定期的な交流の機会が望まれます】 

 地域との交流として、区の主催で実施される子育てプログラムに参加し、育児相談や

パネルシアター、製作等の実施をしています。また、区が主催する駅伝への参加や、子

どもたちが制作した似顔絵を駅に掲示することなどを通して、地域コミュニティの活性

化やまちづくりなどにも貢献しています。また、日ごろから職員は、近隣の公園の草む

しり等、公園の整備などにも取り組んでいます。 

 今後は、保育所の資源を利用した育児講座や離乳食講座など、地域の方を対象とした

交流の機会を定期的に設けるなどの取り組みが期待されます。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

横浜保育室から認可へ移行し認可保育所として3年目を迎え初めて、第三者評価を受けさ

せていただきました。今回はコロナ禍での実施となりましたが、たくさんの評価をいた

だくことができました。これからも引き続き、子どもたちの為により良い保育を行って

いこうと職員一同改めて感じることができました。ありがとうございました。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


